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﹃
二
つ
の
宮
城
﹄
交
流
事
業

第
五
回
足
立
凧
ま
つ
り
と

足
立
区
立
宮
城
小
学
校
と
の
交
流

足立凧まつりに参加した２７名の宮城村の子供たち

足立区立宮城小学校との交流会

　

宮
城
と
い
う
地
名
が
縁
で
東
京
都

足
立
区
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
九
月
四
日
（
土
）、
足
立
区

荒
川
河
川
敷
の
虹
の
広
場
で
開
催
さ

れ
た
「
第
五
回
足
立
凧
ま
つ
り
」
に
、

本
村
の
小
学
三
年
か
ら
六
年
生
ま
で

の
子
供
た
ち
二
七
名
が
参
加
し
、
同

じ
く
凧
ま
つ
り
に
参
加
し
た
足
立
区

立
宮
城
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
交
流

会
を
行
い
、
二
つ
の
宮
城
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
足
立
凧
ま
つ
り
は
、
平
成

十
二
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
宮

城
村
の
子
供
た
ち
は
第
一
回
か
ら
参

加
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
足
立
区
内

の
六
十
二
の
小
学
校
と
宮
城
村
を
含

む
四
団
体
、
合
計
六
十
六
の
小
学
校

と
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

宮
城
村
の
子
供
た
ち
は
、
夏
休
み

に
開
催
さ
れ
た
凧
づ
く
り
教
室
で
凧

を
制
作
し
、
こ
の
日
凧
揚
げ
に
挑
み

ま
し
た
。凧
づ
く
り
と
凧
揚
げ
で
は
、

毎
年
、凧
名
人
の
三
橋
明
彦
さ
ん（
鼻

毛
石
）
か
ら
指
導
を
受
け
て
お
り
、

宮
城
村
の
子
供
た
ち
は
足
立
の
大
空

の
一
番
高
く
ま
で
凧
を
揚
げ
る
こ
と

で
評
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

凧
揚
げ
の
ス
タ
ー
ト
時
で
は
宮
城
村

の
子
供
た
ち
が
一
番
高
く
凧
を
揚
げ

て
い
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
風
が
止

ま
っ
て
し
ま
い
、
凧
を
揚
げ
る
の
に

大
変
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
凧
ま
つ
り
で
は
、
毎
年
、
上

手
に
凧
を
揚
げ
て
い
る
子
を
表
彰
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
風
が
吹
か
ず

凧
が
揚
が
ら
な
い
た
め
、
凧
の
絵
柄

を
選
考
す
る
こ
と
と
な
り
、
宮
城
小

学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ヒ
バ
リ
の

塔
の
ヒ
バ
リ
を
描
い
た
大
前
田
の
萩

原
真
也
君
（
六
年
生
）
が
、
足
立
区

議
会
議
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受

賞
し
た
萩
原
真
也
君
の
凧
は
、
足
立

区
役
所
に
一
年
間
飾
ら
れ
ま
す
。

　

凧
ま
つ
り
は
、
凧
揚
げ
の
ほ
か

足
立
区
立
宮
城
小
学
校
と
の
交
流

も
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
交
流
会

は
、宮
城
村
と
の
交
流
を
支
援
す
る
、

N
PO

足
立
フ
ォ
ー
ラ
ム21

（
渡
辺

喜
一
郎
理
事
長
）
の
方
が
千
住
の
古

い
町
並
み
を
案
内
し
な
が
ら
交
流
会

場
の
足
立
区
立
千
寿
本
町
小
学
校
ま

で
移
動
し
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
足
立
区
立
千
寿
本
町
小
学
校

の
新
井
校
長
先
生
は
、
群
馬
に
宮
城

小
学
校
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
発
見

し
、
二
つ
の
宮
城
交
流
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
先
生
で
、
こ
れ
も
何
か
の
縁

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

交
流
会
は
参
加
者
全
員
か
ら
感
想

な
ど
を
述
べ
て
も
ら
う
な
ど
、
短
い

時
間
で
し
た
が
和
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
「
二
つ
の
宮
城
」
交
流
事
業

で
あ
る
、
凧
ま
つ
り
の
受
け
入
れ
か

ら
足
立
区
立
宮
城
小
学
校
と
の
交
流

会
は
、N

PO

足
立
フ
ォ
ー
ラ
ム21

の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
凧
ま
つ
り
も
今
回
で
五
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、「
二
つ
の
宮
城
」

交
流
は
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
進
め
て

行
き
た
い
も
の
で
す
。
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交
流
村
ト
ピ
ッ
ク
ス

栗
拾
い
収
穫
体
験

編
集

後
記

種 別 屋  号 住  所 連絡先 品    種 販売期間

梨

北爪梨園 鼻毛石 576 283-5142 幸水・豊水・他 ８月中旬～１０月上旬

深澤農園 柏 倉 1430 283-9454 幸水・豊水・Ｇ二十世紀・新高 ８月中旬～１０月下旬

岡崎梨園 柏 倉 2758-1 283-9308 幸水・豊水 ８月中旬～９月下旬

阿久沢薫 柏 倉 916-15 283-9326 幸水・豊水 ８月中旬～１０月上旬

六本木梨園 市之関 837 283-9553 幸水・豊水・新星 ８月中旬～９月下旬

阿久沢果樹園 市之関 833-2 283-5596 幸水・豊水・新星 ８月中旬～９月下旬

高橋梨園 市之関 850 283-9556 幸水・豊水 ８月中旬～９月下旬

松村梨園 苗ヶ島 266 283-5191 幸水・豊水・新星 ８月中旬～１０月上旬

須永果樹園 苗ヶ島 1994-3 283-9134 幸水・豊水・新星 ８月中旬～１０月上旬

ほおずき果樹園 大前田 291-2 283-6724 筑水・甘水・幸水・秀玉・豊水 ８月上旬～９月中旬

萩原果樹園 大前田 1392 283-2620 幸水・豊水 ８月中旬～１０月上旬

りんご

川崎果樹園 柏 倉 4193 283-9361 つがる・陽光・むつ・ふじ ８月下旬～１２月上旬

深津りんご園 柏 倉 4033 283-9461 つがる・赤城・陽光・新世界・名月・ふじ ８月下旬～１２月上旬

栗原りんご園 市之関 111-2 283-9486 つがる・赤城・陽光・新世界・名月・ふじ ８月中旬～１２月上旬

深沢りんご園 市之関 106 283-3337 陽光・ふじ ９月下旬～１１月下旬

栗原十郎 市之関 208-2 283-9490 つがる・赤城・陽光・名月 ９月上旬～１０月下旬

日本には「身土不二」という言葉がある。これは自分の住んでいる四里四方
(16km) で採れる食物を食べていれば病気ををしないと言うことの意である。
宮城村にも四季折々の作物が豊富にある。

SLOW FOOD

　

赤
城
高
原
牧
場
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル

ク
で
は
、
栗
の
収
穫
体
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

料
金　

お
一
人
様
五
〇
〇
円

　
　
　
（
一
㌕
の
お
持
ち
帰
り
付
き
）

生
育
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

☎　

〇
二
七
（
二
八
三
）
八
四
五
一

秋
の
花
火
大
会

　

赤
城
高
原
牧
場
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル

ク
と
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
、

秋
の
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
赤
城
高
原
牧
場
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル

　

ク
（
ド
イ
ツ
村
）

　

十
月
十
日
（
日
）
午
後
八
時
〜

☎　

〇
二
七
（
二
八
三
）
八
四
五
一

■
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

十
月
二
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
七
時
〜

☎　

〇
二
七
（
二
八
三
）
八
一
八
九

そ

ば

の

花

　

ふ
る
さ
と
宮
城
そ
ば
の
会
の
そ
ば

畑
で
は
、
そ
ば
の
白
い
花
で
と
て
も

き
れ
い
な
風
景
で
す
。
九
月
二
十
日

ご
ろ
ま
で
続
く
で
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

☎　

〇
二
七
（
二
八
三
）
七
六
八
八

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

久
嘉

観
光
地
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

八
月
十
九
日
（
木
）・
二
十
日
（
金
）

の
両
日
、
観
光
地
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
九
日
は
、
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
周
辺
道
路
沿
い
を
、
二
十

日
は
赤
城
高
原
牧
場
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ

ル
ク
周
辺
道
路
沿
い
を
、
ぐ
ん
ま
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
職
員
、
ク
ロ
ー
ネ

ン
ベ
ル
ク
の
社
員
、
観
光
協
会
員
、

赤
城
南
麓
交
流
村
会
員
の
総
勢
約

１
０
０
名
の
方
が
朝
七
時
か
ら
約
一

時
間
か
け
て
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、
両

日
で
二
ト
ン
車
に
二
台
分
の
ゴ
ミ
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
実
施
し
た
地
域
は
ゴ
ミ
の
投

げ
捨
て
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

地
域
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
な
ど
し
な

い
よ
う
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
今
年
の
夏
は
暑
〜
い
と
言
っ
て

い
た
と
思
っ
た
ら
、梨
に
り
ん
ご
、

そ
し
て
、
そ
ば
の
花
と
い
つ
の

間
に
か
す
っ
か
り
秋
に
な
っ
て
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
第
三
号
で
は
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
と
い
う
こ
と
で
、
村

内
の
果
樹
園
を
紹
介
し
ま
す
。
今

年
は
梨
も
り
ん
ご
も
と
て
も
美
味

し
い
で
す
ね
▼
果
樹
園
で
の
購
入

は
ス
ー
パ
ー
と
違
っ
て
生
産
者
の

方
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
る
の

が
楽
し
み
で
す
▼
足
立
凧
ま
つ
り

交
流
も
五
年
も
続
い
て
お
り
、
宮

城
の
子
供
た
ち
が
来
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
果

樹
園
で
も
足
立
で
も
、「
楽
し
み

に
し
て
い
る
交
流
」
を
続
け
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。


